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達成度　　Ａ：達成できた（８割以上）　　Ｂ：ほぼ達成できた（６～７割）　　Ｃ：あまり達成できなかった（４～５割）　　Ｄ：達成できなかった（３割以下）　　

学校関係者評価

NO 項目 重点目標 具体的方策・指標・基準等 達成状況 達成度 成果○と課題● 意見・要望・評価

①コミュニケーションを大切にした学
校経営を推進するとともに、生徒理解
を基底に据えた教育活動を展開する。

○面談週間やホームルーム活動を活用し、生徒理解
と生活実態の把握に努める。(全学年)
○早期に学校生活に適応できるよう支援する。(１
年)
○充実した学校生活が送れるように指導助言を行
う。(２年)
○より良い学校生活が送れるよう配慮する。(３年)

・面談週間を活用した二者面談を３回、教科担
当者会を２回行った。(１年)
・二者面談にて生徒理解と生活実態の把握（３
回）を行い、教科担当者会（１回目は書面、２
回目は対面）を実施した。（２年）
・二者面談や三者面談を、生徒あたり平均５回
程度実施した。（３年）

Ａ

○二者面談を通して生徒理解や問題の未然防止
に役立てることができた。（１年）
○面談シート工夫して活用することにより、生
徒に寄り添いきめ細かに対応できた。相互の信
頼関係を構築できている。（２年）
○生徒一人一人の状況に合わせて、きめ細やか
に対応することができた。（３年）
●担任が二者面談を行う時間をつくるのに苦労
していた。会議や平日補充学習などで放課後の
時間がなかなか取れない中、朝や昼休みなどを
利用して面談を行った。（１年）
●担任の業務量が多く、生徒理解に充分な時間
が割けない状況が見られる。（文系のクラス人
数が多い。１組43名、２組42名）（２年）
●成績を伸長させられなかった生徒への手厚い
支援ができる余裕がほしかった。（３年）

・生徒との面談を通して、丁寧な指導がなさ
れていると思う。先生方のふだんの働き方が
気になるところだが、時間を確保して、引き
続き丁寧な対応をお願いしたい。
・２学年の担任の業務量が多く、生徒理解、
学習指導、生徒指導に十分な時間が確保でき
ないとの記載があるが、文系の人数が多いか
らなのか、その他の理由があるのか考察し、
生徒との関わりを深く持つことができるよう
改善する必要があると考える。
・これからの社会がどう変化していくのか、
誰も予測がつかない中を、これからも先生方
と保護者との連携をうまく保ちながら、子供
達に安心・安全で、厳しくも楽しい学校生活
を送ってもらえればと思っている。

・特にクラス担任の業務量に配慮した上で、引き続
き面談週間を確実に設定し、生徒に寄り添う丁寧な
面談を行っていく。
・家庭との綿密な連携を図るとともに、生徒に関す
る情報の職員間における共有に努めながら、組織と
しての教育活動を心がける。

②学級減に伴う教員定数や生徒数の減
少、海外研修旅行の実施など、学校変
革期における体制の整備と対応を万全
に図る。

○総合的な探究の時間並びに、海外研修旅行を活用
し、次代のリーダーに求められるグローカルな視点
とコミュニケーション能力を養う。(２年)
○担任会、各課会議、連絡協議会などを通じて、学
校変革期における問題点について共有し、解決策を
検討する。(教務)
○教育課程が目指す理数科の生徒像を理解させ、そ
れを実現させる生活・学習パターンをしっかり定着
させる。(理数)
○２年理数科の海外研修について、より研修が深ま
る内容となるよう研究を進める。(理数)

・海外研修旅行は中止となったが、代替事業と
して函館・東北研修旅行を実施した。近県であ
り、かつ地域に根ざした独自の文化を体験で
き、「総合的な探究の時間」を活用しての探究
学習を実施することができた。（２年）
・コロナ禍で、従来通りの授業や学校行事をす
ることができないことが多かったが、その都度
問題点を共有し、運営の仕方について検討を
行った。（教務）
・理数科としてやるべきことはある程度理解は
しているが、実践に移す段階がうまくいかな
い、という生徒が多い。（理数）

Ｂ

○東北、函館の歴史を学び、地域に根ざした独
自の文化を体験できた。（２年）
○未曾有の事態にも関係機関と連携して適切に
対処することができた。（教務）
○理数科としてあるべき姿はイメージすること
ができている。（理数）
●研修地変更により、準備期間が充分に確保で
きなかった。（２年）
●時間的制約があった時には、情報が各処に十
分に理解されないうちに、関係者のみで物事を
決定しなければならないことがあった。迅速な
情報共有と意見集約の仕方を再考する余地があ
るかもしれない。（教務）
●強い意志を持って取り組める生徒がまだ少な
い。（理数）

・小・中学校の少人数学級化と同様、高校に
おける１クラス定員の減を目指すなど、教師
の負担を減少し、新たな学びへの対応や、個
別の指導がさらに充実できるように、働き方
改革の推進とともに、さらに要望していく必
要があると思う。
・コロナ感染のトラブルもなく、研修旅行か
らも無事の帰宅ができたことは、先生方の御
指導、生徒たちの自己管理の賜物であると感
心している。
・２学年の研修旅行は本来の海外研修から、
急遽国内研修に変更になったが、コロナ対策
を万全にして実施できたことは、生徒達の楽
しい思い出だけでなく、これが南高だ！とい
うのを、世間に知ってもらえたのではない
か。
・高校時代に国外の空気に触れることはいい
こと。状況が改善されれば海外研修を積極的
に行ってほしい。違いに気づき理解していく
ことが感覚・常識が違う他者への意識変革に
つながる。

・職員定数減に伴い、校務分掌や部活動の見直しを
進め、人員の適正配置に努める。
・２学年の海外研修旅行の実施に向けて、コロナ禍
の状況下における情報収集に努めながら、代替開催
を含めた準備を遅滞なく進める。
・校内グループウェアの円滑な運用を進めるととも
に、新たに全県的に導入される校務支援システムへ
の対応を確実に行って、校務の負担軽減に努める。

③教職員の「働き方改革」を推進する
とともに、ＰＴＡや後援会、同窓会
等、外部団体との連携を密にしながら
学校の活性化を図る。

○「さくら連絡網」や学年通信の発行を通して生徒
の学校生活と各種情報を提供し、保護者との連携を
密にして共通理解を図る。(全学年)
○保護者と協同してＰＴＡ広報紙を発行したり、保
護者のＰＴＡ行事への積極的参加を促すなど、保護
者との連携を推進する。(総務)
○同窓会事務局との情報共有に努める。(総務)

・さくら連絡網を通し、日程等の情報を保護者
に随時連絡した。また学年通信を月１～２回、
計16回発行した。（１年）
・ＰＴＡ広報誌「南高だより」は、コロナ禍で
会議の運営や内容の変更を余儀なくされたが、
予定通り年２回発行できる見通しが立った。
（総務）

Ａ
○学校での様子や生徒に語っていることを保護
者に伝えることができた。（１年）
○昨年度から「南高だより」の発行を年２回と
したが、特に問題は生じていない。(総務）

・さくら通信網や学年通信等を通して、家庭
と学校との情報の共有化が図られたことは、
連携を重視する観点からとても良かった。
・コロナ禍において保護者に対し学校生活の
状況を伝える手段は限られているが、学年通
信や連絡網を活用し、ＰＴＡ離れや情報共有
に齟齬が生じることの無いよう、引き続き情
報発信に努めていただきたい。
・学校環境整備については、県予算との兼ね
合いもあり、他の私立高校と比較すると劣る
ところがあるため、他校と同等レベルとなる
よう、ＰＴＡや同窓会などと連携しながら要
望などを行い、ハード・ソフト両面の学習環
境の整備・向上を期待したい。

・学校から発信する情報が保護者に確実に届くよう
に、ホームページやさくら連絡網を活用する。
・保護者からの学校や教職員への電話連絡について
は、理解と協力を得ながら時間設定等を行い、さく
ら連絡網の利用による教職員の負担軽減をさらに促
進していく。
・同窓会やＰＴＡ等との連携・協力の下、創立80周
年記念事業を滞りなく実施する。
・公務を補助するための団費職員の雇用によって、
教員の負担軽減を図る。

次年度
の課題
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④主体的に学習に取り組む態度を育成
し、授業第一主義及びタイムマネジメ
ントを徹底させながら、学力の向上を
図る。

○授業第一主義のもと、予習、復習、課題に取り組
ませ、平日は１日150分、休日は１日４時間以上の家
庭学習時間を習慣化するよう指導する。(１･２年)
○平日は１日270分、休日は１日８時間以上の家庭学
習時間を習慣化させる。(３年)
○学習時間調査や成績分析を行い、教科担任、部顧
問、家庭との連携を密にし、面談等を通した生活実
態の把握に努め、効果的な学習について指導する。
(１年)
○学習計画を綿密に立てて、自律的に学習に励む姿
勢を身につけさせるため、南高手帳の活用を充実さ
せる。(３年)
○授業第一主義を徹底するため、なるべく自習を生
じさせないように教務課主導で時間割変更を行い、
授業環境を整える。(教務)
○各教科ごとに校内研究授業を行い、生徒の学習意
欲を向上する方策を検討するとともに、学力向上に
取り組む。(教務)
○「学びの基礎診断」（ベネッセスタディサポー
ト・進研総合学力テスト）を通じて、生徒に主体的
な学習習慣を身につけさせる。(進路)
○予習、復習を徹底して授業に臨ませるとともに、
「授業第一主義」の趣旨を十分理解させ、授業の中
で考え学ぶ姿勢を維持させる。(理数)

・２学期期末考査前の学習時間調査は、３教科
162.1分、５教科272.1分（１年）
・教科担当者会を２回行い、学年全体の概況や
個人の学習・生活状況について情報交換を図っ
た。（１年）
・考査前の学習時間は一日300分前後であっ
た。これが考査前でなくても確保できているか
は、今後検討が必要である。（３年）
・南高手帳を使いこなせていない生徒が多い。
（３年）
・先生方の協力のおかげで、円滑な時間割変更
を実施することができた。自習をお願いしなけ
ればならないところもあったが、概ね順調に授
業を進めることができた。（教務）
・例年通り各教科で研究授業を実施していただ
き、指導力の向上につなげた。（教務）
・授業には集中して臨んでいる生徒が多い。ま
た「考える」習慣も身につきつつある。（理
数）

Ｂ

○考査前は数値目標を超えているが、通常時に
ついても継続できているかについては、注視し
ていく必要がある。（３年）
○円滑な時間割変更を実施することができた。
年度当初の臨時休校に対する補充授業を実施
し、学習進度を確保することができた。（教
務）
○各教科で校内研究授業を実施し、指導力の向
上に努めた。また、授業評価により、授業や指
導についてフィードバックされている。（教
務）
○授業の中で集中して考える姿勢がうかがえる
ようになった。（理数）
●以前よりは減ってきたが、テスト前でもス
マートフォンを使用する時間が多い。（１年）
●課題など、家庭学習を行う習慣が身について
いない生徒がやや多い。（１年）
●南高手帳を活用するような指導まで手が回ら
なかった。（３年）

・コロナ禍での学校生活の変更等は、生徒や
教師に大変な負担だったと推察されるが、円
滑な時間割変更等や、タイムマネジメントの
徹底指導によって、目標に掲げた「授業第一
主義」が貫かれたことは、大変良かった。
・前例がなく、先行き不透明な中での日々の
対応への困難、ストレスは生徒たちの負担と
なっていることだろう。加えて入試制度の変
更もあり、受験環境が昨年と大きく変わった
３年生に、心からエールを贈りたい。それぞ
れの道へ希望を持って進めることを願ってい
る。
・自己管理力や計画立案力が大きな課題であ
る。もはや、一から指導しないとできない生
徒もいると思うので、「できるだろう」では
なく、「できない」ことを前提にして、南高
手帳の活用の仕方を丁寧に指導する必要があ
ると考える。
・学習指導においては、生徒たちがスマホを
使う頻度が多いため、今後どのような指導を
していったらよいのか、学校内だけではな
く、家庭内でも今後の課題になるかと思う。

・働き方改革を進めながら学力向上を目指すため
に、生徒の主体的な学びを促す指導への転換を図っ
ていく。
・生徒の学習時間確保のために、タイムマネジメン
トを徹底させる。
・高校生のための学びの基礎診断の状況や、南高手
帳をはじめとする各種のポートフォリオの内容等
を、生徒自身の振り返りや指導の見直しに生かして
いくフィードバックの流れを確実にしていく。

⑤文章や情報を正確に読み解く力を養
い、主体的、対話的で深い学びを通し
て、思考力・判断力・表現力を養成す
る。

○大学入学共通テストを見据えて文章読解力を高
め、国語・数学の記述力、および英語の４技能を意
識した授業を実践する。(１年)
○成績上位者の学習意欲を喚起し、学習リーダーと
しての自覚を持たせ、自己実現への強い意志を育て
るために添削指導を行う。(２・３年)
○研究授業や授業見学週間を活用して、指導力の向
上を図る。(教務)
○主体的、対話的で深い学びとなる課題研究を通し
て思考力・判断力を、また発表を通して表現力を養
成する。(理数)

・国語・数学で、文章読解力や記述力を高める
ための授業を工夫した。英語も普段の授業でコ
ミュニケーション活動を工夫して行った。（１
年）
・文章を早く正確に読み解くことができるよ
う、週一回の朝読書を継続した。また、思考
力、表現力を養うため、新聞等を活用した調べ
学習を実施した。（２年）
・研究授業や授業見学週間によって、他の先生
の授業を参観する機会を得たことにより、自己
の指導力を高めることができた。（教務）
・課題研究を通して、思考力や判断力はかなり
高められたと思われるが、発表の機会が削られ
たのが残念である。（理数）

Ｂ

○コミュニケーション活動を行うことで、学習
への関心も高まったようである。（１年）
○継続した読書活動により、最新の研究や世界
における問題点に関心を持ち、教養を養うこと
ができた。（２年）
○研究授業において、ＩＣＴ機器の授業への導
入のヒントや、アクティブラーニングの手法と
いった提案性のある授業を参観することによっ
て、新しい学び方を校内に広めることができ
た。（教務）
○課題研究の活動の中で、思考力・判断力の涵
養はある程度なされた。（理数）
●充分な時間確保ができず、深い取組みまでは
至らなかった。（２年）

・コミュニケーション活動や課題研究・ＳＤ
Ｇｓ探究等、実践力の向上につながる具体的
指導の工夫が見てとれる。
・理数科の「発表の機会が削られたのが残
念・・」の通り、発表会の機会を共有化し、
本人はもとより、他者や後輩たちにも生かす
工夫が必要。

・「主体的・対話的で深い学び」を通しての思考
力・判断力・表現力の向上に向けて、研究授業や授
業見学週間の設定などを通して、更なる指導力の向
上を図る。
・各教科で文章や情報に関する読解力を育成すると
ともに、英語の４技能の育成を意識した授業を展開
していく。

⑥次期学習指導要領による新教育課程
の編成及び「総合的な探究の時間」に
おける課題探究の実践、観点別評価に
ついての研究を進める。

○課題研究のテーマ設定において、地域課題の発
掘・発見を視野に入れ、課題解決に向けた調査・分
析、考察・判断、発表・表現の能力を涵養する指導
を行う体制整備を図る。(全学年・教務)
○総合的な探究の時間並びに海外研修旅行を活用
し、主体的に学び、探究する方法を身に付けさせ、
グローカルな視点とコミュニケーション能力を養
う。(１・２年)
○１年次の「総合的な探究の時間」に、次年度に向
けた課題研究の準備講座を適宜組み込む。(理数)
○多面的な観点別評価の実施に向けての研究と検討
を開始する。（教務・進路）

・『ＳＤＧｓ探究』について、１月にクラス発
表会、２月に学年発表会を行った。（１年）
・海外研修旅行は中止となったが、代替事業と
して函館・東北研修旅行を実施した。近県であ
り、かつ地域に根ざした独自の文化を体験で
き、「総合的な探究の時間」を活用して探究学
習を実施できた。（２年）
・５、６時間を充てていただき、課題研究が如
何なるものかの理解は進んだ。（理数）
・観点別評価の実施に向けて、拡大連絡協議会
を１回、職員研修会を１回開催し、研究と検討
を開始している。

Ｂ

○他者と協力して課題を解決する力や、情報を
見極め、再構成し新たな価値につなげていく
力、さまざまな状況に柔軟に対応していく力な
どを高めることができたと思われる。（１年）
○東北、函館の歴史を学び、地域に根ざした独
自の文化を体験できた。（２年）
○課題研究の基本は理解できたと思われる。
（理数）
○観点別評価の検討開始段階としての意識や理
解を深めることができた。（教務・進路）
●自分の興味・関心と研究テーマの結び付け方
がまだ不明瞭である。（理数）

・ＳＤＧｓの探究、発表の取組みは大変良い
ことだと思う。

・次期教育課程を確実に編成し、運用に向けての準
備を進める。
・次期学習指導要領の実施にあたり、多面的な観点
別評価に関する具体的な検討を進め、評価手法と手
順を確立して実施に備える。
・総合的な探究の時間における課題研究の指導に関
して、教科横断的で組織的な全校規模の指導体制の
構築を進める。
・課題研究の実施に当たり、地域課題を取り上げる
段階から、課題解決を図る段階へ深化させていく。
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⑦盤石な学力を基盤としながら、情報
化・グローバル化など変化の激しい時
代に求められる資質・能力を育成す
る。

○ＩＣＴを活用した情報収集や様々な学問・研究に
触れさせることで、先を見通し、社会が求めるもの
を創造していくチャレンジ精神と行動力を育む。(１
年)
○学習時間調査や進路希望調査を行い、教科担任、
部顧問、家庭との連携を密にし、面談等を通した生
活実態の把握に努め、学力の向上に向けて指導す
る。(２年)
○学習時間調査や成績分析を通して、講習や模擬試
験等を計画する。(３年)
○個々の進路目標に沿った指導を行い、国公立大合
格170名以上、難関大学・医学部医学科合格30名以上
を目指す。(進路)

・週１回『学びたいを見つける日』を設け、朝
の時間を利用し、学問を知るための活動を行っ
た。（１年）
・進路通信を適宜発行した。（１年）
・コロナ禍により、外部講師による進路講演会
を実施できなかったが、学年独自に進路研修会
を実施した。（２回）（２年）
・外部模試や学習状況を踏まえ、より効率的な
講習を計画することができた。（３年）
・大学入学共通テスト平均点599.8（県内３
位）。国公立大学出願数207(うち難関大・医学
部医学科出願数27）（進路）

Ｂ

○コロナ禍で意識が停滞する中、進路意識の向
上につなげることができた。（２年）
○17時から講習の取りやめに加え、コロナ禍に
よる理社の進度確保のため、３教科、特に数英
の講習をほとんどしていない。しかし低学年段
階から授業第一主義を掲げ、講習を当てにしな
い計画で進めていたため、３教科の成績低下は
見られなかった。多くの生徒は、早くから取り
組むことのできた理社で貯金を作ることができ
たため、共通テストでの好成績につながった。
（３年）
○年度早期の段階で、受験勉強への意識を高め
ることができたことで、目標達成への良い足掛
かりを作ることができた。（進路）
●学問や研究について知る機会を与えることが
できたのだが、さらに自分に興味があるものを
自分で見つけさせる機会を与えていきたい。
（１年）
●保護者向けに進路情報を発信する機会の創出
に苦慮した。（２年）
●次年度の進路計画立案が不透明な中で、いか
に早期に意識を高め、学習に取り組むことがで
きるか。（進路）

・将来の世界や日本が、なかなか見通せない
状況の中であっても、より一層の現状把握と
自己理解・職業理解を進め、将来の自分の生
き方・あり方を考え、ここでの学習に結びつ
けられるような指導が、一層必要だと思う。
・少子高齢化の中、入学定員も削減され、将
来的に他校との統合なども検討されることに
なるだろうが、生徒数、卒業生が減るほど村
山地域での本校のブランド力は高まっていく
と思う。今後も単なる進学校としてではな
く、南高らしさ“南高イズム”を加味した師
弟同行の教育で、柔軟で多様な人材が世に送
り出されることを切望する。
・現状のコロナ禍が完全に収束することは当
分無いだろう。南高生を見ていると、新しい
世代が新しい時代を切り拓いてくれそうで、
頼もしく感じる。引き続き御指導をいただ
き、生徒自身が困難に打ち勝てる青年に成長
することを応援している。
・ＡＬＴや留学生と触れ合う機会も増えると
いいが、コロナ禍で山形大などの留学生が日
本に来られない状況は残念。オンラインでの
交流なども一手か。

・コロナ禍の中、状況が許せばエンパワーメントプ
ログラムを実施し、生徒のグローバルな視点と自己
肯定感の涵養に資する。
・Society5.0の到来やグローバル化の更なる進展に
対応できる教育内容の研究を進める。

⑧広い視野と高い志を育成し、国公立
大学や難関大学への挑戦意欲を喚起し
ながら、生徒一人一人の自己実現に向
けたキャリア教育を推進する。

○個別面談を通して、生徒一人ひとりの進路目標や
適性を踏まえ、適切な文系・理系のコース選択を指
導する。(１年)
○個別面談を通して、生徒一人ひとりの進路目標や
適性を踏まえ、全国偏差値の学年平均60以上、か
つ、全国偏差値65以上の生徒60名以上を目指して指
導する。(２年)
○志望校合格に向けた盤石な学力と、国公立大学後
期日程まで粘り強く努力する態度を養うため、平常
講習、夏期・冬期講習、二次対策講習を実施する。
(３年)
○国公立大学170名以上、難関大学30名以上の合格を
目指す。(３年)
○職業講話（1年）、進路講演会（各学年）などを実
施する。(進路)
○希望者に対し、医師体験、看護師体験、理学・作
業療法士体験などに積極的に参加させる。(進路)
○筑波研究学園都市研修を１年生対象に実施する。
(理数)

・面談週間における年３回の二者面談と、文理
分けの保護者への説明会を行った。(１年)
・大学出張講義を廃止し、夢ナビ動画を導入し
た。（講義数2,900）（２年）
・外部模試や学習状況を踏まえ、より効率的な
講習を計画することができた。（３年、前掲）
・職業講話は予定通り実施（９月）。進路講演
会は、１年・３年は予定通り実できたが、。２
年は感染拡大防止のため中止。（進路）
・各種体験活動は、すべて中止。（進路）
・筑波研究学園都市研修は、これから実施する
予定である。⇒中止となった。（理数）

Ｂ

○全員と面談し、生徒の希望や意思を尊重して
文理選択を行うことができた。（１年）
○大学の最先端研究の講義を個人のスマート
フォンで自由に視聴でき、学部学科の探究がで
きた。（２年）
○Ｚｏｏｍを使用して、講義担当教授に直接質
問できるイベントに参加し、理解を深めること
ができた。（２年）
○17時から講習の取りやめに加え、コロナ禍に
よる理社の進度確保のため、３教科、特に数英
の講習をほとんどしていない。しかし低学年段
階から授業第一主義を掲げ、講習を当てにしな
い計画で進めていたため、３教科の成績低下は
見られなかった。多くの生徒は、早くから取り
組むことのできた理社で貯金を作ることができ
たため、共通テストでの好成績につながった。
（３年、前掲）
○行事を通して、生徒自身の進路意識・キャリ
ア意識を高めることができた。（進路）
●イベント参加者が40名程度にとどまった。
（２年）
●感染拡大防止のためとはいえ、体験行事等に
全く参加できなかったのは大変残念であった。
（進路）
●筑波研究学園都市研修を実施できなかった。
（理数）

・国公立大への進学率アップが依然として掲
げられているが、全入時代の中、生徒の希
望、資質を優先した指導に主眼を移すべきで
はないか。中高一貫の有名私立校と肩を並べ
るには、高校の３年間では絶対的にカリキュ
ラム消化の時間が足りなすぎると思う。さら
に次期学習指導要領に掲げる探究学習に本格
的に取り込むならば膨大な時間が必要にな
り、これまでの受験テクニックを磨くような
時間も不足するのではないか。よって、私立
伝統校の指定校推薦、国公立においてもＡ
Ｏ、一般など推薦制度をもっと活用して、一
定レベルの大学への合格実績を上げることも
道の一つではないだろうか。本校は「文武両
道」のもと、部活にも熱心に取り組んでお
り、ＡＯに積極的に臨める環境はあると思
う。
・大学入学共通テストの好成績は、評価すべ
きと考える。国公立・難関大学への挑戦がで
きるよう、先生方の更なる意欲喚起を期待し
たい。
・コロナ禍において、受験会場や感染拡大地
域などの様々なリスクを勘案すると、私立附
属高校から附属大学への進学率に魅力を感じ
てしまい、自分も私立大学への推薦という選
択をする生徒もいるかもしれない。南高生の
進学に対するモチベーションを低下させるこ
となく、難関大学への挑戦を継続していける
よう、先生方の指導に期待する。

・大学入試改革の動向をとらえながら、生徒の進路
目標実現に必要な力を身につけさせる。
・キャリア教育の観点から将来の進路目標に対する
効果的な意識づけを行い、学力養成と車の両輪を成
す進路指導を行う。
・新旧３学年情報交換会などの職員研修の機会を通
じて、先輩学年の進路成果のノウハウを継承し、次
の指導に生かしていく。
・コロナ禍の中で状況が許す限り、体験活動等の実
施を模索する。

⑨高大接続改革への万全な対応と、県
内大学等との連携充実を図る。

○高大接続改革を見据えて、南高手帳やｅ-ポート
フォリオを活用し、生徒のキャリア育成に資すると
ともに、最新の改革動向を踏まえて適切に対応す
る。(１･２年)
○南高手帳やｅ-ポートフォリオを活用した調査書や
志望理由書の作成を推進する。(３年)
○大学入学共通テスト等、新しい大学入試制度への
対応について、校内での実践を進めるために、各種
研修会へ教員を積極的に派遣する。(進路)
○山形大学理学部との連携事業として、実験講座を
１・２年生対象に実施する。(理数)

・クラッシーポートフォリオを使用し、自分の
様々な活動を記録し、それに対する自己評価を
させた。（１年）
・ｅポートフォリオの仕組み自体が頓挫してし
まったこともあり、積極的な活用にはつながら
なかった。（３年）
・「社会を生きぬく確かな学力育成事業」（県
教委）を活用した職員研修を計画していたもの
の、ほとんどが中止に終わった。（進路）
・回数は各１回と減ったが、中止にすることな
く開講することができた。（理数）

Ｂ

○ポートフォリオの活動によって、様々な活動
に目標を持って取り組むことができたと思う。
（１年）
○実験することの意義や実施上の留意点、デー
タ処理の仕方など重要なポイントを学ばせるこ
とができた。（理数）
●今後、電子データで残したポートフォリオ
を、どの場面で利・活用できるか一層の研究が
必要である。（３年）
●次年度も明るい展望が見えない中で、遠隔機
能を使用した研修の積極的参加も計画しなけれ
ばならないであろう。（進路）

・「進路指導の満足」「進路情報の提供」の
評価ダウンについては、次年度以降にも大き
な影響を与える内容であるので、生徒・保護
者のニーズと学校の提供内容や方法にズレが
ないか等の詳細な分析が必要であると考え
る。

・引き続き大学入試の変化に対する情報収集を確実
に進め、的確に対応できる進路指導を進める。
・生徒や保護者のニーズを把握・勘案しながら、効
果的な進路指導を進めていく。その際、情報の発信
という点にも配慮する。
・高等教育機関等との連携を一層強化しながらキャ
リア教育を充実させ、難関大学に挑戦する意欲を喚
起する。
・コロナ禍の中、実施できる内容を精選しながら確
実に実施していく。
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⑩自治的な生徒会活動と活発な部活動
を奨励しながら情熱や粘り強さを涵養
し、多様性の理解を促しながら自他を
尊重しあう集団づくりを行う。

○部活動や生徒会活動への積極的参加を促し、自主
自律の精神を育てる。(１年)
○部活動や生徒会活動では、中核的な役割を担って
活躍できるよう指導助言を行う。(２年)
○「我等の心得」に則り、自主自律の精神を養い、
南高生としての自覚と誇りを持った行動がとれるよ
う指導助言を行う。(２年)
○多様性を受け入れる寛容さと最後までやり遂げる
責任感を育てるため、生徒会スローガン「驀進」の
精神に基づき、部活動や生徒会活動に最後まで積極
的に取り組ませる。(３年)
○本校部活動方針に基づき、各種大会での上位入
賞・全国大会出場を目指す。コロナ感染予防対策を
立てながら、合理的、効果的、効率的な活動を追求
し、学習との調和に努める。(生徒)
○自主的、積極的な生徒会活動を実践させ、互いを
尊重、協力する姿勢と自他の命を大切にする心を育
てる。(生徒)

・担任や顧問の先生方の指導により、全体的に
積極的に参加している。（１年）
・生徒会長選挙に３名が立候補した。（２年）
・インターハイが中止になっても部活動に前向
きに取り組んだ。その中でバレーボール部の全
国大会出場、陸上部駅伝の快走などは、学年に
活気を与えた。生徒会活動では、大きな制限が
ある中、生徒総会や学校祭において、柔軟な発
想による新しい方法で実施した。（３年）
・コロナ禍の中、「今できること」を考え、主
体的な生徒会活動を行い、様々な生徒会行事に
おいて新たな取組みを取り入れて実践すること
ができた。（生徒）
・各種大会が中止になる中、多くの３年生に
とってその成果が発揮する場を失ったが、専門
的な技術はもちろん、文武両道で頑張る姿や、
礼儀、挨拶、ボランティアなどの取組みなど、
後輩へしっかり引き継いでくれたと思ってい
る。（生徒）
・全日本高校選手権へ２年連続でバレーボール
部が出場し、文化部も全国高総文祭に書道部・
写真部が参加し、文芸部は全国高校文芸コン
クールの文芸部誌部門で奨励賞を受賞するな
ど、全国の舞台で「部活動は学校を元気にす
る」素晴らしい活躍であった。（生徒）

Ｂ

○「我等の心得」に則り、南高生としての自覚
と誇りを持った生徒会運営を構築できた。（２
年）
○後輩に伝統を継承するという視点で、部活動
をやり遂げたと思う。（３年）
○新しい伝統を作り上げ、後輩に気概を示すこ
とができたのではないかと思う。（３年）
○新しい生活様式の中、南高祭、クラスマッチ
など新しい形での取組みは、チーム意識を向上
させ「誇り」を高め、自主的、積極的な生徒会
活動により責任と協調性が身についた。（生
徒）
○生徒会、各種委員会で、生徒会報「コバル
ト」を通じて広報しながら活動することができ
た。（生徒）
●残念ながら部活動を３年生と行うことができ
なかった。（１年）
●本校の部活動方針のもと、熱心な各部顧問の
指導を、より合理的、かつ効果的に取り組んで
いく必要がある。（生徒）

・コロナ禍で、部活動、生徒会活動などが制
限される中、「今できること」を考えて、
種々の活動が実践できたことは、これからの
人生で、様々な問題に直面した時の大きな支
えになると考えられる。また、南高生として
の自覚と誇りを持ち、生徒会活動や支援活
動・ボランティア活動に前向きに取り組む、
自主自律の精神を持つことができたことも、
素晴らしいことである。是非、継続していた
だきたい。
・コロナ禍の中、集まっての部活動ができな
かったり、大会が中止・延期になったりと、
大変な１年間だった。そんな中でも、全国大
会に出場を果たした種目もある。御指導して
頂いた先生方に感謝するとともに、頑張った
生徒達を絶賛し、後輩達に良き伝統を引き継
いでもらいたい。

・「文質彬彬たる社会のリーダーの育成」という本
校の目標実現に向けて、教職員間の連携・協働をよ
り深めて生徒指導にあたる。
・職員定数減という状況の下、本校の運動部活動方
針を周知し、関係者の理解と協力を得ながら、方針
に基づいて、部活動に対してのより合理的・効果的
な取組みを行う。
・コロナ禍の中、県教委から示される学校運営・部
活動に関するガイドラインに従って、「何ができる
のか」を明確にしながら、生徒の主体的な活動を支
援していく。

⑪学校全体でいじめ防止に取り組むと
ともに、読書やボランティア活動を奨
励し、道徳心や公共心を醸成する。

○面談週間やホームルーム活動を活用し、生徒理解
と生活実態の把握に努める。(１･２年)
○早期に学校生活に適応できるよう支援する。(１
年)
○充実した学校生活が送れるように指導助言を行
う。(２年)
○教科担任、部顧問、家庭との連携を密にしつつ、
面談等を通した生活実態の把握に努める。選挙権年
齢に達することを契機に、社会形成に資する人材で
あることを自覚させる。(３年)
○「いじめ・非行をなくそう」県民運動を踏まえ、
生徒会によるスローガン等を作成し、主体的に取り
組ませる。(生徒)
○生徒会や部活動、クラス単位でボランティアに取
り組み、地域や社会の中で交流する場を積極的に設
け、奉仕の精神や道徳心を育む。(生徒)

・面談週間における年３回の二者面談と、年２
回の教科担当者会を行った。(１年)
・二者面談にて生徒理解と生活実態の把握を
行った（３回）（２年）
・県知事選挙に合わせて、学年通信で選挙につ
いて啓発した。（３年）
・８月の県内の豪雨災害に対して、支援活動を
部活動単位で行うことができた。
（生徒）
・地元の町内会と連携を図り、学校周辺の除雪
に、クラス単位で取り組んでいる。（生徒）
・「いじめ・非行をなくそう」スローガンを作
成し、本校いじめ防止基本方針とともに生徒へ
周知しながら、未然防止を図ることができた。
（生徒）

Ｂ

○面談シートを工夫して活用することにより、
生徒に寄り添い、きめ細かに対応できた。相互
の信頼関係を構築できている。（２年）
○選挙に行ったかどうかはプライバシーにも関
わるため調査していないが、受験期の中でも是
非投票に行くよう啓発した。（３年）
○部活動単位やクラス単位での積極的なボラン
ティア活動は高く評価できる。他の災害に対し
ての支援も行うことができた。（生徒）
○いじめを察知した段階で組織的（小委員会）
に対応することができた。（生徒）
●担任の業務量が多く、生徒理解に充分な時間
が割けない状況が見られる。（文系のクラス人
数が多い。１組43名、２組42名）（２年）

・アンケート結果を見ると、コロナの影響を
強く感じる。教職員、保護者とも「奉仕活動
等の体験学習」や「ボランティア活動の推
進」が大きくポイントを下げているのは、コ
ロナで自粛せざるを得なかった影響があると
思う。

・本校のいじめ防止基本方針に基づき、学校全体で
組織的にいじめ根絶、発生時の初動対応に取り組
む。
・いじめ防止やボランティア活動について、生徒の
主体的な取組みをさらに促していく。
・生徒の読書活動の活性化を目指し、図書館の活用
について工夫を図る。
・定期的な面談に加えて、生徒の小さな変化に速や
かに対応するために、日常的に教職員間の情報共有
を確実なものにする。。

⑫自己肯定感を高めるとともに、自己
管理能力の養成と教育相談の充実によ
り、生徒の心身の健康保持に努める。

○南高手帳やポートフォリオを活用し、自己管理能
力を高め、基本的生活習慣を早期に確立させる。ま
た、自他を尊重し、高めあう集団を育成する。(１･
２年)
○教育相談委員会や養護教諭、スクールカウンセ
ラー（ＳＣ）と協力しながら、疾病を持つ生徒や学
校不適応・不登校の生徒に早期に対応し、心身の健
康に関する問題の解決に努める。(全学年･保健)
○非行行為の根絶、いじめや盗難のない安心・安全
な学校環境づくりのために、「我等の心得」に則
り、南高生としての自覚と誇りを持ち、自主的で自
律した活動を奨励する。(生徒)
○様々な生徒に対し、養護教諭やＳＣと協力、連携
しながら生徒指導を行う。(生徒)

・クラッシーポートフォリオを使用し、自分の
様々な活動を記録し、それに対する自己評価を
行わせた。（１年）
・学校生活に適応できない生徒に対する際、教
育相談委員会、養護教諭、ＳＣなどに多大な協
力をいただいた。（１年）
・各学年を中心に、相談委員会や養護教諭・Ｓ
Ｃの連携により、昨年と比較するとカウンセリ
ングを受ける生徒や保護者が減少した。(保健)
・交通事故件数は昨年度より増加した。（７⇒
14）大きな事故にはなっていないが、今後も０
件を目指す。（生徒）
・不登校傾向、生徒間のトラブルに対して、担
任、学年、養護教諭、ＳＣ等が連携しながら対
応できた。（生徒）

Ｂ

○ポートフォリオの活動によって、自己肯定感
の養成や自主的な学びにつながったと思われ
る。（１年）
○小・中学校からの環境が大きく変わったこと
やコロナ禍に適応できない生徒に対して、組織
的な対応ができた。(保健)
●不登校傾向にある生徒に対して、担任だけに
負担がかからないよう、最善策としてのさらな
る組織作りが求められる。(保健)

・不登校対策は中学校でも一番の課題であ
り、小学校との連携が必須条件となってい
る。個別の教育支援計画の上位学校への引き
継ぎを可能な範囲で行う必要がある。生徒は
一つとして同じ事例はなく、保護者の考えも
様々であるので、担任だけで対応するのには
限界がある。教育相談委員会等の組織を活か
しながら学年や担任の取組みを支援できる体
制は、重要性を増していると思う。

・引き続き自己肯定感を高めるような指導に取り組
むとともに、配慮が必要な生徒に対して適切な支
援・指導を行うため、学年・生徒課・保健課の情報
共有・連携を進める。
・不適応傾向の生徒について、学校全体の共通理解
の上に、スクールカウンセラーの協力を得ながら組
織的対応を進める。
・中学校との連携の下に生徒の状況等を勘案しなが
ら、必要に応じて「個別の支援計画」を作成し、組
織的・計画的な支援にあたる。また、進路先との連
携にも留意する。
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⑬感染症の予防や事故の未然防止、事
故等発生時における的確な対応など、
安全教育・安全管理の取組みを推進す
る。

○手洗い、うがい、マスク着用など、個人ができる
感染症予防対策を徹底させるとともに、生活リズム
を整えさせ、健康な生活を送らせる。(１年)
○登下校の安全指導と自転車の運転マナーの指導を
徹底する。(１年)
○事故の未然防止に努め、様々な危険について注意
を促し、安全教育を推進する。(２年)
○感染症予防に向けて、マスク、手洗い、消毒、換
気等を励行する。(３年)
○定期的に安全点検を行い、事務室と連携し、危険
個所を修繕する。(総務)
○健康観察簿の活用により、生徒の健康状態を把握
して感染症等を未然防止し、また、校内外の点検等
により、学校事故の根絶、安全点検の徹底を図る。
(保健)

・手洗い・うがい・マスクの着用を徹底した。
（１年）
・交通事故が３件発生した（１年）
・函館・東北研修旅行実施に伴い、徹底した感
染予防策に取り組んだ。（２年）
・受験生という自覚のもと、より厳重に感染予
防に取り組んだ。（３年）
・危険個所の修繕については、速やかに技能員
に確認していただき対応している。(総務）
・感染症対策として健康観察簿の活用や各掃除
箇所への「消毒グッズ」を設置した。(保健)
・熱中症対策として、ＡＥＤ講習会や各部への
熱中症計配付、また保健だよりによる啓発など
により大きな学校事故を防ぐことはできた。
（保健）

Ｂ

○研修旅行中、感染予防を徹底し、研修旅行後
も継続して感染予防を徹底できている。（２
年）
○緊急事態宣言下に受験で都内へ行く生徒もい
るため、徹底した感染予防を周知徹底した。現
在のところ感染した生徒はいない。（３年）
○感染症対策として、各掃除場所への消毒グッ
ズや消毒液の設置により対策ができた。(保健)
●勉強と部活動との両立など、生活リズムが取
れていない生徒もいて、欠席がやや多い。（１
年）
●設備が古くなって根本的な改修が必要な部分
が増えている。(総務)
●新型コロナウイルス感染症対策費の用途につ
いて。(保健)
●さくら連絡網による「健康チェック」の、生
徒への周知徹底について。(保健)

・学校施設整備については、熱中症や体調不
良等、生徒の安全・安心を考えると、高校で
も早急に授業を当たり前にできる環境づくり
を県に要望すべきではないか。
・昨年の夏は真夏日や猛暑日が多く、クー
ラーが無いと脱水症状を起こしかねない日々
が続いた。現在、全クラスに冷房機器は設置
されていないので、早い対応が必要かと思
う。また、エアコンをつけると窓は閉め切る
ことになるが、この場合の部屋の換気をどう
するか、についても検討していただけたらと
思う。
・設備の点は経費の問題で、学校内部だけで
は解決できない面があり、課題を整理して、
さらに要望していく必要があると思う。
・アンケートでは、学校の老朽化に伴って、
設備評価が低くなることは避けようがない。
一方で、何よりも「南高に入学して良かっ
た。入学させて良かった。」と回答している
生徒、保護者が大半を占めることが、現状を
反映した事実だと思う。施設（ハード面）の
ハンデが、先生方の努力（ソフト面）で補わ
れていることを改めて実感した。
・リスクマネジメントは、学校側だけが行う
ものではなく、リスクの実態や課題を共有
し、生徒自身がリスクマネジメント力をつけ
ることも必要だと思う。

・新型感染症防止のための「新しい生活様式」を踏
まえた学校運営を徹底する。
・学校安全の日を中心に、校舎内外の定期的な巡回
を行って危険個所の発見･対処に努め、事故の根絶を
期す。
・事故の未然防止と事故発生時に的確な対応が取れ
るよう安全教育・安全管理の取組を進める。
・警察や家庭・地域と連携して交通安全指導を進め
る。

⑭校舎内外の清掃・美化を徹底すると
ともに、学習環境の整備を図る。

○教室等の環境整備を徹底して、学習に集中できる
清潔な環境づくりに努めさせる。(１･２年)
○ゴミを持ち帰る指導を徹底して、学習に集中でき
る清潔な環境づくりに努めさせる。(３年)
○事務室と連携を図りながら、校内諸施設・備品の
整備・充実を図る。(総務)
○ゴミを持ち込まない・持ち帰る指導を徹底し、安
全で清潔な環境づくりを進める。(保健)
○毎日の清掃指導と点検、清掃強調週間による徹底
を図る。(保健)

・教室はもとより、廊下にも私物を置かないよ
うに指導する。（２年）
・清掃は励行しているも、私物の整理ができ
ず、教室が乱雑になっているところがある。
（３年）
・１、２年生の教室や特別教室への扇風機を増
やし、熱中症対策を進めた。(総務）
・各学年での指導により、ＨＲ教室や廊下はき
れいな状態を保つことができた。(保健)

Ｂ

●日頃より整理整頓する習慣づけが必要。日常
の文字が乱雑な点も矯正する必要性が大きい。
（２年）
●身近なものを整理整頓するよう、指導を徹底
していく必要がある。（３年）
●扇風機では局所的であり、エアコンの早期導
入が望まれる。(総務)

・日常の文字の丁寧さ、身近なものの整理整
頓などは、本来、小中学校の段階でしっかり
身につけさせたい習慣である。高校へ入学す
るために、「学力」に加えて、「基本的生活
習慣」「生活力」も必要であることを義務教
育でも指導していきたい。

・新型感染症対策としての換気や消毒等を引き続き
徹底する。
・環境美化の意識をさらに高め、施設設備の維持・
保全に努める。
・県との連携の下、優先順位を明確にしながら、施
設・設備整備の要望を行い、改善を進める。

⑮積極的な情報発信と学校評価活動に
よる開かれた学校づくりに努める。

○学年ＰＴＡ・学級懇談会・保護者対象の講演会を
開催し、連携を強化する。(１年)
○「さくら連絡網」や学年通信の発行を通して生徒
の学校生活と各種情報を提供し、保護者との連携を
密にして共通理解を図る。(全学年)
○南高ホームページの管理を適切に行う。(総務)

・保護者向けの進路講演会を１回実施。学年通
信を16号発行した。（１年）
・学年通信「初志」を継続的に発行し、さくら
連絡網でも学校の様子を伝えることができた。
（２年）
・学年通信「駿翔」を20号発行し、さくら連絡
網で配信した。（３年）
・ブログの更新を適宜行った。コロナ禍で例年
よりも少なかった。(総務）

Ｂ

○連絡や学校の様子をできるだけ学年通信に掲
載したが、今後更に内容を充実させたい。（３
年）
●コロナ禍で保護者と担任が一度も顔を合わせ
ることができなかった。相互関係の構築に苦慮
した。（２年）

・生徒アンケートでポイントが低下したのが
「学校の特色や生徒の活動がブログ等で積極
的に発信されている」と「進路指導は満足で
きるもの」である。コロナ対応で先生方も大
変だったと思うが、部活動も少なかったこと
から、ブログ等に積極的に取り組む時間も
あったのではないか。
・アンケートの中で、保護者が子供達を南高
に入学させて良かったという回答が97％を超
えている点を大変嬉しく思っている。保護者
にとって、それだけ南高が信頼出来て、安心
して預けられる高校だという証かと思う。

・本校ホームページの適切な更新やさくら連絡網を
活用した情報発信に努め、コロナ禍の状況下におけ
る本校の教育活動に対する理解を深化させる。
・携帯端末の更新などでさくら連絡網が受信できな
かったり、送信されても閲覧しなかったりする事例
もあるようなので、確実な情報の受信を徹底させ
る。
・学校評価の結果をＰＤＣＡサイクルの中で確実に
生かし、開かれた学校づくりに努める。
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